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若杉遥さん
インタビュー

１０月１０日はスポーツの日！

青梅市民の皆さんにも
スポーツに親しんでもらいたい

◆１０月１５日（土）はＪＲ河辺駅～日向和田駅間の列車が終日運休…３面　◆プレミアム付商品券＆キャッシュレスで最大３０％還元
キャンペーン…４面　◆高齢者のインフルエンザ予防接種…６面　◆新型コロナウイルスワクチン接種…７面　◆うめっ子給付金…８面　
◆親子で福島県南相馬市に行こう♪…９面　◆各地域で開催する文化祭のお知らせ…９面
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若杉遥

青梅の自然と触れ合いながら

遊んだおかげで今の自分がいる

自然豊かな青梅が好き
－幼いころから住んでいる青梅市は、若杉さ

んにとってどのような町ですか。

　仙台の友人に青梅の写真を見せたら、「ここ

本当に東京なの？」みたいな反応をされて。

そう言われるぐらい自然豊かなところが私は

すごく好きです。小さい頃から木登りをした

り、山で秘密基地を作ったりとか、自然と触

れ合いながら遊んだことで、今の自分がいる

と思っています。御岳山に登る手前でよく遊

んでいました。中学時代は陸上部で、手前の

坂道を練習で走っていました。

－これまでゴールボール以外の競技をやって

いた経験はありますか。

　小学校５年生ぐらいからアイスホッケーを

やっていました。その体力作りの一環で、中

学校では陸上をやろうと思って、陸上部に入

りました。

－中学生のときに病気で視力を失ったと聞き

ました。そのときの状況を教えてください。

　かなり急激に悪くなってしまったので、昨

日できていたことが今日できないみたいな状

況に近かったです。今まで当たり前に勉強し

たり、学校にも行ってたけど、目が見えない

だけでこんなに難しくなるんだなと思いまし

た。周りに迷惑かけたくないのに、人に頼ま

ないといけないところで、悩んだりしたこと

もありました。

－どのようなきっかけでゴールボールを始め

ましたか。

　転校先であった八王子盲学校の体育の先生

がたまたま当時、ゴールボール男子代表の監

督をされている方で、ゴールボールという競

技があるからやってみないかと誘っていただ

いたのがきっかけでした。

－初めてゴールボールをやったときは怖かっ

たですか。

　むしろ目が見えなくてもスポーツをできる

ことにすごく感動しました。ゴールボールは

みんなが見えない状況でやるので、平等で言

い訳できないし、同じ条件でできることがす

ごく楽しいなって思いました。始めてみると、

どこからボールが飛んでくるか全然分からな

いし、当たると痛いし、嫌だなって思うこと

もありましたが、点を取れた時は嬉しかった

です。

－東京２０２０パラリンピック競技大会での

チームはどんな雰囲気でしたか。

　予選リーグの結果がそんなに良くなかった

というか、苦しんで勝ち上がっていった感じ

でした。リーグ戦からトーナメント戦に入る

ところで、何で自分たちはここまで来たのか

とみんなで再確認しました。「ゴールボールを

楽しんで、ゴールボールで世界に勝つために

みんなでここまで頑張ってきたんだよね」と

再確認して、１回ギアを入れ替えて試合に臨

んでいました。

競技をやっていたから
たくさんの人と出会えた

－競技をやっていてよかったと思うことはあ

りますか。

　何事にも目標を立てて、それに向かって計

画を立てて練習・トレーニングしていく癖が

できたことは、今後色んなことに活きていく

と思っています。あと競技をしたことによっ

て、たくさんの人との出会いだったり、応援

してくださる方がたくさんいるということを

自分の肌で感じることができました。周りの

人に感謝を持てるようになったところは大き

いと思っています。

元ゴールボール日本代表　若杉遥さんに青梅市の魅力や競技に対する思いを語っていただきました

スポーツＤＡＹ青梅２０２２の
シンポジウムに若杉遥さんが登壇

　１０月１０日（祝）住友金属鉱山アリーナ
青梅で行われるシンポジウムで東京２０２０
大会レガシーから共生のまちづくりを考える
～次世代につなぐ東京２０２０大会のバトン
～に登壇されます。そのほかのイベントなど
の詳細は、１２面をご覧ください。

－ゴールボールの魅力を教えてください。

　ふだん視覚障がいのある方って、どうやっ

たら安全に歩けるかとか、周りに物がないか

とか、すごく気を遣いながら日常生活を送っ

ていることが多いと思います。しかしゴール

ボールではいったんコートに入ってしまえば

自分達の意志で自分達の考えでやりたいこと、

やりたいプレーを表現できるというところは、

ゴールボールの魅力だなと思っています。あ

とはアイシェードをすればみんな同じ条件で

できるので、どんな人でも一緒にスポーツを

楽しむことができるというところも魅力の一

つだなと思っています。

－これまでの経験を活かして取り組んでいき

たいことはありますか。

　仕事の内容としては、新しく商品やサービ

スを開発するという部署に所属をしています。

障がいのある人とか目の見えない人の立場と

いうところに自分自身が立っているので、そ

ういったところの知見を生かしながら新しい

サービスが作れないかというところを検討し

ています。

スポーツは 「楽しい」 と
感じることが大事

－障がいがある人もない人もスポーツを楽し

める環境づくりに必要だと思うことを教えて

ください。

　誰でもスポーツできるように最初のハード

ルを低くするということ。あとスポーツをす

るときに「楽しい」ということを感じてもら

うことがすごく大事かなと私は思っています。

スポーツをするとか、体を動かすことが楽し

いということを伝えられるようなきっかけが

あったら、すごくいいかなと思います。本当

の意味で、誰でも

できるようにハー

ドルを低くすると

ころと、みんなで

スポーツを楽しむ

ところがあったら

いいのかなと思っ

ています。

－１０月１０日スポーツの日に向けた青梅市

民の皆さんへのメッセージをお願いします。

これまでゴールボール選手として活動して

いた私に対する青梅市民の皆さんの応援のお

かげでここまで競技を続けてくることができ

ました。ありがとうございました。ゴールボー

ル選手として引退をしましたが、また新しい

道に向けてチャレンジを始めているところで

す。１０月１０日のスポーツの日をきっかけ

に、皆さんもスポーツを楽しむきっかけを作っ

てほしいなと思っています。

取材・撮影は、若杉　遥さんが所属するＡＬＳОＫにご協力いただきました。

△平成２５年日本ゴールボール選手権大会

△平成２４年青梅市役所表敬訪問

（２）　　．　　．　　広報おうめ

特集

４ １０ １

ゴールボールとは

視覚に障がいがある選手がプレーする競技
で、選手全員が「アイシェード」と呼ばれる目
隠しを装着し、音だけを頼りにボールを投げ合
い得点を競うスポーツです。

インタビュー動画を
公開しています！

△前編 △後編 △メッセージ

　特に記載がない場合の受付時間は土・日曜日、祝日を除く午前８時３０分～午後５時です。対象の記

載がない場合はどなたでも。費用の記載がない場合は無料。申し込みの記載がない場合は直接会場へ。

問い合わせは「問」と表記。電話番号は市外局番「０４２８」を省略しています。

１９９５年８月３１日生まれ、青梅市出身。中
学生のときに視力を失い、転校先の八王子盲学
校でゴールボールを始める。東京２０２０パラ
リンピック競技大会で銅メダル獲得。２０２２
年５月引退。


